
序 コーディネートハンドブックの目指すところ ☆資料 

 

 

 
福島県特別支援教育センター 

 

校内委員会の開催 

校内研修会等の開催 

ケース会議の開催 

児童生徒の実態・状況把握 

支援や配慮の相談（合理的配慮等） 

ＳＣ、ＳＳＷとの連携 

校外（医療、福祉、相談機関等）の関係機関との連携調整 

保護者の相談窓口 

職員との相談 

就学、進学に関する教育相談、資料作成関連 

特別支援教育だより等の発行による理解啓発、情報発信 

個別の教育支援計画等の作成、検討 

67.3% 

43.4% 

40.2% 

79.7% 

50.2% 

56.2% 

28.7% 

35.1% 

67.3% 

33.5% 

15.9% 

51.0% 

校内委員会の開催 

校内研修会等の開催 

ケース会議の開催 

児童生徒の実態・状況把握 

支援や配慮の相談（合理的配慮等） 

ＳＣ、ＳＳＷとの連携 

校外（医療、福祉、相談機関等）の関係機関との連携調整 

保護者の相談窓口 

職員との相談 

就学、進学に関する教育相談、資料作成関連 

特別支援教育だより等の発行による理解啓発、情報発信 

個別の教育支援計画等の作成、検討 

14.3% 

33.9% 

34.3% 

9.6% 

18.7% 

14.7% 

35.5% 

32.3% 

10.8% 

18.7% 

36.3% 

27.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年度小・中学校、高等学校特別支援教育コーディネーター研修会参加者への 

アンケート集計結果 

 

0   20%    40%    60%    80% 

Ｑ２：特別支援教育コーディネーターとして、取り組むことが難しいことは何ですか？ 

、今、取り組んでいることは何ですか？ 

 

0    10%    20%    30%    40%   

Ｑ１：特別支援教育コーディネーターとして、今、取り組んでいることは何ですか？ 

 

小・中学校、高等学校における特別支援教育 

コーディネーターの取り組みに関するアンケート 

小・中学校、高等学校 251 名回収・Q１～Q４複数回答可 

 



序 コーディネートハンドブックの目指すところ ☆資料 

 

 

 
福島県特別支援教育センター 

 

特別支援教育に関する知識等が少ない 

参考となる資料や実践などの情報不足 

生徒指導と重複する 

年間計画に入っていない 

校内の特別支援教育の理解が進まない 

教員の理解が少ない 

校内の行事、校務分掌が多忙 

職員全体が多忙な様子で、取り組みが働きかけづらい 

40.6% 

31.9% 

20.3% 

12.7% 

12.7% 

13.1% 

62.5% 

61.8% 

すぐに活用できる情報収集・活用の技能 

障がいや特別支援教育に関する知識 

校内研修会の企画や講師等の情報 

多忙でも取り組める企画 

合理的配慮に関する知識と実践内容 

保護者との連携の仕方 

関係者や関係機関との連携 

個別の指導計画及び個別の教育支援計画等の知識 

短時間でできる理解啓発 

就学に関する相談のあり方 

校内全体の取り組みの活性化 

46.6% 

39.0% 

28.7% 

57.0% 

43.8% 

37.1% 

30.3% 

23.9% 

45.0% 

20.3% 

34.7% 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３：取り組むことが難しい理由は何ですか？ 

Ｑ４：さらに校内の特別支援教育が進むためには、どんなことが必要ですか？ 

0       20%        40%      60%         

0       20%      40%       60% 


